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麻生中学校 グランドデザイン ２０２６
＜組織目標＞

自分の思いや考えをよりよく表現し課題解決できる生徒の育成

確 か な 学 び 豊 か な こ こ ろ 健 康 ・ 安 全

１ 授業実践の６つのポイントの具現化・ １ 聴き合う関係性・人権意識の醸成 1 健康な心と体づくり
深化 ⑴ 聴き合う姿の共有 ⑴ 運動の質と量の確保
⑴ 選択 ・聴き合う姿シート ⑵ 健康・保健教育の推進
・学習課題の工夫 ・「麻生バックス」モデル ・学校保健委員会の実施
・課題解決を図る方法・視点の選択 ・人権フォーラム・全校道徳 ・ＰＴＡと連携した生活習慣の確立

⑵ 共有 ⑵ 思いやりを言葉や態度で表現する ・命の教室の実施
・「聴く つなぐ もどす」を活用した 「思いやり行動」の推進
対話的な学び ２ 安全な学校づくり
・「比較 分類 整理 関連付け」等思 ２ 体験・集団活動の推進 ⑴ 安全・防災・防犯教室の実施
考スキルを活用した対話的な学び ⑴ 望ましい集団活動の充実によるリ ・避難訓練 防犯教室 薬物乱

⑶ 創造 ーダーサブリーダー フォロワーの養 用防止教室等、自他の命を守る
・考え直し（リフレーム）、書き直し（リ 成 教育の実施
ライト）、言い直し（リフレーズ）を活 ⑵ ガイダンス機能の充実 ⑵ 教職員の健康と福祉の維持・向
用した新たな価値の創造、深い意味 ⑶ 生徒の思いや願いを実現するため 上
理解 のＡＳＯミーティングの実施 ・働きやさ 働きがいの創出
・振り返りによる自己評価・調整 ⑷ キャリア教育の推進 ⑶ 教職員の資質・能力の向上

２ カリキュラム・マネジメントの推進 ・「語り 語らせ 語り合う」キャリア ・教材研究・研修による教職員の
⑴ 朝活動の推進 教育の実施 資質・能力の向上
・探究「麻生バックス」の実施 ⑸ 学校行事における探究的な学びの ・コンプライアンス委員会の組織と
・朝課題・朝読書の実施 発表の場の設定 研修体制の確保による服務規律

⑵ 夏探究の実施 の確保の徹底

□ 「授業の内容がわかった」と実感す □「学校が楽しい」と実感する生徒 □学校は「安心・安全である」と実
る生徒 （8５％） （8５％） 感できる生徒・保護者 （85％）

□「自分の思いや考えを広めたり深め
たりすることができた」と実感する □「思いやりを言葉や態度に表すこと □「麻生中学校に通わせてよかっ
生徒 （8５％） ができた」と実感する生徒（8５％） た」と実感する保護者 （85％）

□「友達と対話しながら、よりよく課題
を解決できた」と実感する生徒 □「よりよい生き方について考え、行 □体力テストＡ＋Ｂの割合 (60％）

（8５％） 動している」と実感する生徒（8５％）

学 校 を 支 え ・ 育 て る 地域 ・ 保 護者 地域 ・ 保 護者 に信 頼 さ れ る 教 職員
① Ｐ Ｔ Ａ 学 校運 営協議会 ①丁寧 ・ 誠 実 な教 職員
②地域 ・ 学 校協働活動 ②生徒理解がで き る 教職 員
③ 学校教育応援団 ③言葉 を 大切 にで き る 教職員
④ 学校支援ボ ラ ン テ ィ ア ④ 地域 ・ 保 護者 と 連 携で き る 教職員
⑤ 部活動の地域展開 ⑤学び続 け 、 成 長 し 続 け る 教職 員

□「自己目標に向け取り組んだ」と実感する教職員
□「学校行事等に参画し子どもの様子を見守っ （85％）
たり支えたりすることができた」と実感する保 □「生徒とともに成長することができた」と実感する
護者 （8０％） 教職員 （85％）

□時間外在校等時間４５時間以内の教職員（８５％）


